









































































頭　取 横　浜 支　店 神戸支店長 大阪支店長 長崎支店長 函館代理店年




67 〃 J．Gゴgor W．Gibson （G1・・雌C・．）
68 〃 〃 G．M。ody （A面an＆C・．） （　〃　）
69 〃 ノノ 〃 （　〃　） （　〃　）
70 〃 〃 〃 H．Sm｛th （Ad㎡an＆Co．）
71 J．G㎎ig T．Jackson J．G．　Hod卿n E．J．　Ha㎡s （　〃　）
72 〃 〃 〃 〃 E．J．　Pepe1聡 （VD．＆C・．）
73 〃 〃 〃 〃 （Fi曲＆Co．） （　〃　）
74 ノノ 〃 W．H．　Hard〔碧 」．Walter （　〃　） （　〃　）
75 〃 W．H．　Iiar且〔s 」．Walt（誓 J．J．　Winton （　〃　） （　〃　）
76 T．Jad盤on John　Wa正むer A。H．C．　Haselwood A．M．　Tow鯉nd （　〃　） （R．Hoユme）
77 〃 A．L．　Tumor 〃 J．Mordson （　〃　）
78 〃 A．W，　Tow鯉nd 〃 〃 （T，Rob曲n）
79 〃 〃 〃 〃 （K．H◎1me）
80 〃 John　Walter 〃 J．M．　Ghgor （　〃　）
81 〃 〃 〃 〃 （J．M．＆Co．）
82 〃 ノノ J．F，　Broadbent A．H．C．　Iia総lwood （　〃　）
83 〃 E．Mor憾 〃 J．F．　Broadbent （　〃　）
84 〃 〃 〃 〃 （　〃　）
85 〃 〃 E．H．　Oxlay A．H．C，　Haselwood （　〃　）．
86 〃 〃 A．H．　Dam J．F．　Bエoadbent （　〃　） （Hens。n＆Co．）
87 〃 〃 〃 〃 （　〃　） （　〃　）
88 〃 〃 〃 R。H．　Cook （Bro、㎜e＆Co．） （　〃　）
89 G．E．　NQble 〃 〃 〃 （．　〃　） （　〃　）
go T．Jackson H，M．　Bcvis 〃 〃 （　〃　） （　〃　）
91 F．De　Bovis ノノ 〃 〃 （　〃　　） （　〃　）
92 〃 〃 R．H．　Cook A．D．　Mactavish A．B．　Ande鳳）n （　〃　）
93 T．Jackson D．Jackson 〃 〃 〃 （　〃　）
94 ノ1 〃 〃 〃 〃 （　〃　）
95 〃 〃 〃 G．T．　How 〃 （　〃　）
96 〃 H．M．　Bevis J，C．　Nicholson A．D．　Mactavish T．S．　Baker
97 〃 〃 〃 R．H．　Cook 〃
98 〃 〃 〃 〃 〃












































































































































































































































































器膿畿翻蹄’ 2 3 5 6 3．5
Comptoir　d’Escompte　de





















































































































































































































































































































































































































































































（Chl・f　M・h・g・・〉 横　　浜 神　　戸 長　　崎 下　　関 東　　京
19（X） Thomas　Jackson D．JacksOI1 R．｝工Cook J．Macl、ean
1 〃 〃 〃 〃
2 J．R．M．　Smith 〃 〃 〃
3 〃 V．A，C．　Hawkins 」．Macl．ean J．MacLennan
4 〃 〃 〃 〃
5 〃 ノノ J．Mackennan W．R．　M（〈）allum
6 〃 〃 〃 ！ノ （Ja掘in¢Mathes。n＆C・．）
7 〃 Dli．C．　Jon（s 〃　、 」・hn　Sc巧・mg。・ur （　　　〃　　　）
8 〃 〃 〃 W．R，　McCallum （　　　〃　　　）
9 〃 〃 R．T．　Whgllt 〃 （　　　〃　　　）
】0 Ne、耽on　S捻bb 〃 〃 C．W．　May （　　　〃　　　）
11 〃 R・T・Whgh㌻ li，B．　Pike 〃 （　　　〃　　　）
12 〃 〃 〃 〃 （　　　〃　　　） （Mitsubishi　Goshi　Kaisha）
13 ・〃 〃 αH．Sltt 1ハvin　Tum匪 （　　　〃　　　） （　　　〃　　　）．
14 〃 」．A．　Jaf∬ew　　　　　　　， 〃 〃 （　　　〃　　　） （　　　〃　　　）
15 〃 RT．　Whght 〃 R．C．　Edwa掲s （　　　〃　　　） （　　　〃　　　）
．16 〃 〃 〃 〃 （　　　〃　　　） （　　　・・　　　）
17 〃 〃 J．A．　McAr止ur 〃 （　　　〃　　　） （　　　〃　　　）
18 〃 〃 GEL　Sitt 〃 （　　　〃　　　） （　　　〃　　　）
」9 〃 〃 〃 」．P．　Mackingtosh （Wuhu　Sh。kwai） （Mltsubishi　Bank）
20 A．G．　Sゆhen 〃 」．A．　McArしhur 〃 （　　〃　　） （　　〃　　）
21 〃 J．K．　Hutton W．Inghs 〃 （　〃　　） （　　〃　　）
22 〃 アノ ノノ 〃． （　〃　　） （　　〃　　）
23 〃 N，A． 〃 〃 （　〃　　） （　　〃　　）
24 A．H．　Barlow A．F．　Handcock RT．　W軸t H．A．　Courtnev （　〃　　） A．G　Camemn
25 〃 M」3．Mathews ．D．M．　Ro＄ 〃． （　〃　　） A．G．　Ke11。99
26 A．C．　Hyn6 A．F．　Ilandcock 〃 〃 （　〃　　） 〃
27 〃 〃 A．S，1｛enchman J．H．　Lind （　〃　　） 〃
28 〃 〃 D．M．　Ro＄ J．P．　TrousdeU （　　〃　　） A．C．　Le三むh
29 〃 〃 ノノ 〃 A．G　KeUo99
30 V．G職ybum ノノ 〃 〃 A．C．　Leith
31 〃 J．P．　Trousdell 〃 〃 〃
32 〃 R．13ruce 〃 〃
33 〃 〃 R．P．　Mdhuish・ （H・1me，　Rin即r＆C・．） J．J．　F鷲nch
鍋 〃 1〃 D．M．　Ro繍 （　　〃　　） T．McC．1飯mlOP
35 〃 C．Holland N．A． （　　〃　　） E．w．　s㎞99
36 〃 〃 〃 （　　〃　　） GB，　Dunnett
37 〃 〃 〃 （　　〃　　） 〃
38 〃 〃 〃 （　　〃　　　） RG　Wa】ker
39 〃 E．W．　Stag9 〃 （　　・・　　） 〃
4〔｝ 〃 〃 〃 （　　〃　　） 〃





























銀　　行　　名 輸出為替 輸入為替 合計（対貿易三三）























．外 国銀行小 計 243，017，449 285，535，953 519，553，402（54．1）























































































横浜支店 神戸支店 東京支店 大阪支店



















































横浜支店 1949年頃（注） 1949年12月28日 1973年7月1日















在 日 支 店、
一在日代表 東　京 大　　阪 横　　浜 神　　　 名古屋 福　．岡
1945 Arthur　Mo㎜
46 〃
47 〃 N．A N．A． W．W．　Campbdl
48 〃 〃 〃 L．αRober鳳）n
49 〃 〃 V．A　Mason ．HJM面d J。J．　Waller
50 〃 〃 〃 瓦A NA
51 〃 〃 PA　Se11〔畑 G．αWaller． D．A．　Cu㎜nings P。L　Milne　Day
52 〃 〃 〃 〃 XA． N．A
53 Michael　TUm〔迂 〃 〃 〃 M．RL．　Hagm鈴 AHR　Bu枕her
54 〃 ．〃 H．V　Perk〔ぜ 〃 〃’ 〃
55 〃　’ 〃 〃 〃 NA． 瓦A．
56 〃 〃 Zノ． 〃 LE．V　Rumble E．C．　Hutchon．
57 〃 〃 〃 DPike 工L．G．　Wheeler ARobert以）n
58． 〃 〃 A．旺RButch〔牙 〃 A．Robert ．M．G　Cu㎜the聡
59 〃 〃 〃 〃 〃 〃
60 〃 A．HR　Butcher 〃 〃 〃 〃
61 〃 〃 〃 〃 〃 〃
62 」．A．　Saunde駕 〃 〃 ．〃　　． ．〃 ”　．
63 〃 B、0’DPa｛£鳳）n B．0’DPa切㎜n P．S　lngham ＆J．H　Pughe RG．　Ou即iey
64 〃 〃 〃 〃 P．」．M．　Win血 AW　Helbling
65 〃 〃 〃　． G．M．　Say肛 〃 GP．　Gro＄．
66 〃 〃 ．〃 耳…Gly㎜ 〃 〃
67 〃 〃 〃 R．αOu舘1ey J．Imaizumi 」．K　MillS
．68 〃 ．〃 〃 〃． 〃　． M．Tanaka
69 〃 〃 〃 RH．K，　C藍chton 〃 〃
70 〃 N．AS．　Mills 瓦S．A．　Mills Pe捷r　M．　P〔虹son 〃 F．Kanbe
71 ．　　　　〃 RH．K　Ch（上tQn RHK．　Chchton ．　　　　　〃 KTanaka 〃
72 GM　Sayer 〃 〃 工丁．Tow皿鎗nd 〃 RKanda
73 〃 〃 〃 〃
74 〃 W．Purv（s． 〃 〃．
75 〃 〃 〃 AH　Di6del
76 〃 R．田（，C五chton 〃 〃
77 MG　Sandbe璽 〃 〃 ANakajima．
78． 〃 〃 ノノ 〃
79 〃 RE．　Hale R．E．　Hale． 〃
80 〃 〃 〃 〃
81 〃 〃 J．αCaロ ！ノ
82 〃 〃 R．E．　Hale 〃
83 〃 〃 〃 EKanbe H．MatsumotQ． JJmai別mi
84 〃 J．H　Mason C、LF．　Bamfo雌 〃 ・〃 RMiya漉
85 〃 〃 C．J、　Crook． A曲Danby 〃 〃
86 W．Pu鐸6 〃 〃 〃 〃 〃






































































































































































































































































計 78 1 3 28 2 3　　　　115
　（注）香港上海銀行（東京，大阪，名古屋，福岡）はアジア系に含まれている。
（出典）『週刊金融財政事情』第38巻第29号，1987年8月3日。
　香港上海銀行の対日戦略　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　27
　＜注＞
1）『週刊金融財政事情』第38巻，第29号（1987年8月3日）78ページ。
2）チャータード・バンクは，1853年にロンドンで設立された当時，The　Chartered　Bank　of　India，
　Australia＆Chinaと称していたが，1956年にThe　Chartered　Bank，］」td．と改称し，さらに1975
　年にStandard　Bank，：Ltd．（1862年設立）と合併し，　Standard　Chartered　Bank，　Ltd．と改称した。
3）セントラル・バンク・オブ・ウエスターン・インディア（Central　Bank　of　Western　India）は，
　1861年ボンベイに設立され，1863年横浜支店進出時の払込資本金は50万ポンドであったが，1866
　年の恐慌により破綻した。
4）香港島は，アヘン戦争中に締結された川鼻条約（1841．1．20調印）により事実上イギリスに割譲さ
　れ，南京条約（1842．8．29調印）により正式にイギリスが領有し，植民地とした。その後北京条約
　（1860．10．24調印）によって九竜地区も割譲された。さらに，香港界趾無恥（1898．6．9調印）により
　新界地区が99年間イギリスの租借地となった。しかし，1984年12月19日に英中間で正式調印され
　た合意文書によって，イギリスは1997年7月1日に，香港地区（香港島，九竜及び新玉地区）を一
　質して中国へ返還することとなった。
5）Oriental　Bank　Corporation（香港支店開設は1845年，以下同じ），　Agra＆United　Service
　Bank（1856），　Chartered　Mercantile　Bank　of　India，　London＆China（1857），　Chartered
　Bank　of　India，　Australia＆China（1859），　Commercial　Bank　of　India（1860），　Central　Bank
　of　Westerll　India（1861），　Bank　of　Hindustan，　China＆Japan，　Ltd．（1864），　Comptoir　d’：Es－
　compte　de　Paris（1864）の8行（丁漉Cんro痂cZθ＆D‘rθc孟or：y∫orσ配ηα，」⑳απ＆仇θ．Pん‘伽一
pεηθ8〈以下丁田σhroπ‘cZθ＆1）εrθc孟or：yと略称＞1865年版，石井寛治「イギリス植民地銀行群の
　再編」『経済学論集』第45巻，第1号，1979年4月）．
6）立脇和夫『在日外国銀行史』日本経済評論社，1987年，44ページ。石井　上掲論文50～51ページ。
7）7先θDαZZ：y　J＠αηEθrαZd，　Yokohama，　Jan．14，1867．なお，同紙は，窃e　J¢ραπHθrαZd（1861
　年11月うA．W．　Hansardによって創刊された横浜で最初の英字紙）の日刊版（広告が主）で，1863
　年10月の創刊。
8）神奈川と横浜の関係は兵庫と神戸との関係に類似している。安政5か国条約に記された開港地名は
　神奈川，兵庫であるが，諸般の事情により，実際には隣接地（埋立地を含む）である横浜村，神戸村
　に居留地が設けられ，これを中心に開港場が発展したのである。ただし，神奈川の場合は幕府が意図
　的に行ったのに対して，兵庫の場合は締盟国代表の要請によって行われた点が異なる（『横浜開港50
　年史』下巻，皿θ轟ραπσんroη‘cZθ」訪εZθθNμηめθr　1868－1918）。
　　いずれにせよ，両者は江戸（東京），大坂（大阪），箱館（函館）の場合のような単なる呼称変更と
　は事情が異なる。
9）グラバー商会（Glover＆Co．）は，1859年9月（安政6年8月），清国から長崎へ渡来したイギ
　リス人トーマス・グラバー（Thomas　B．　Glover，1838～1911）によって長崎に設立された貿易商社。
　同商会は，薩摩，長州，土佐，佐賀の勤王諸藩と親交を結び武器，弾薬，艦船を売り込み，幕末に急
　成長した。
　　1868年（明治元年）同商会は高島炭坑の開発，小菅ソロバン・ドックの建設，香港の造幣機械の
　買付等に関与した。しかし，維新後，急速に業績が悪化し，1870年（明治3年）に倒産した。
10）オリエンタル・バンクは，代表的なイギリス系植民地銀行。1842年にボンベイに設立された当時
　は，Bank　of　Western　Indiaと称していたが，1845年に本店をロ、ンドンへ移してOriental　Bank
　と改称，さらに1851年にBank　of　Ceylonを買収して勅許状（Royal　Charter）を取得した際，
Oriental　Bank　Corporationと改称した。同行は19世紀中葉に東洋で最大の勢力を誇ったものの
28
　1884年5月支払不能に陥った。この間，同行は，日本政府に対する50万ドル借款供与（1868年），
造幣局の建設と運営（1869～74年），100万ポンド鉄道借款（レイ借款）の処理と鉄道建設（1870～77
年），240万ポンド外国公債の発行引受け（1873年）など，きわめて協力的であった。このため，当
　時の同行頭取スチュアート（Charles　J．F．　Stuart），監査役カーギル（William　W．　Cargi11），横
　浜支店長ロバートソン（John　Robertson）などが明治財政金融史に名を残している。
11）オーバーレンド・ガーニー恐慌は1866年，ロンドンを襲った未曽有の金融恐慌。同年5月初め，
　ロンドンにおいてイングランド銀行（Bank　of　England）に匹敵する信用をえていた有力割引商社
　オーバーレンド・ガーニー商会（Overend，　Gurney＆Co．）が，ミッドウェールズ鉄道会社関係の
　手形1枚を不渡りにした。この情報はたちまちシティに拡がり，預金者が金融機関へ殺到，5月10
　日にオーバーレンド・ガー湖心商会は支払を停止した。同商会の破綻はずさんな経営に起因していた。
　同商会は個人から預金として受け入れた巨額の資金を不健全な各種事業に融資しており，そのなかに
　は，イギリスの内外の多数の鉄道会社も含まれていた。これら貸付先の経営行き詰りが，オーバーレ
　ンド・ガーニー商会の破綻を招来したのである（ッガンーバラノフスキー著・救西郷繁訳『新訳英国
　恐慌史論』ぺりかん社，1972年，157～160ページ）。
　　オ「バーレンド・ガー三一商会の資金運用が非常に広範囲に及んでいたため，同社の破綻は多数の
　銀行に連鎖反応を及ぼし，空前の信用恐慌に発展した。これによって次の諸行が破綻した。Cen七ral
　Bank　of　western　India；the　Bank　bf　Hindustan，　china　and　Japan；the　Bank　of　Queensland；
　the　Agra　and　Masterman　Bank；the　New　Zealand　Banking　Corporation；the　Peninsular，
　Wes七Indian　and　Southern　Bank；the　London　and　Bombay　Bank；the　Oriental　Commercial
　Bank；the　Asiatic　Banking　CQrporation；the　Commercial　Bank　Corporation　of　India　and
　the　East．
12）　7！ゐθ．Dα‘Z：y　Jヒ婆）απ耳θrαZ（ε，　Oct．1，1866や7んe　J（4）α1τ7ZηLθs’0ひεrZαη（1ルfαεZ，　June　26，1869
　ではJapan　Agencyと記されているが，丁舵」＠απTεη’ze8’0ひθrZαηd　MαεZ，　July　12，1869付広
　告（出稿日は1869年3月1日）では，Yokohama　Branchと記されている。
13）　Tん6jBαηんε1z9／4　Zηταηαc∫or　1867，　P．302．
14）Collis，　Maurice，　WA｝「IFOα＞G，オんεπoπ8ん。ηgαπd　SんαgんαεBα漉‘πg　Coηフorα古Zoπ，
　London，1965．
15）チャータード・マーカンタイル・バンク（Chartered　Mercantile　Bank　of　India，　London＆
　China）は1853年忌ンベイに設立され，当初はMercantile　Bank　of　India，：London＆Chinaと
　称したが，1857年に勅許状を取得し，翌年商号をChartered　Mercantile　Bank　of　lndia，　London
　＆Chinaと改め，本店をロンドンへ移した。1863年に開設した横浜支店では，後の大蔵省御雇シャ
　ンド（Alexander　AIlan　Shand）が1866～1872年聞，次席として勤務した。同行は，1860～70年
　代には，オリエンタル・バンクと並ぶ東洋の二大植民地銀行であったが，その後業績不振に陥り，
　1893年解散しlMercantile　Bank　of　Indiaに改組された。
16）佐上武弘「南蛮銀行渡来記」（下）（『ファイナンス』第10巻第5号，昭和49年8月）　56ページ。
17）丁漉Jqpαπ乃肌εsは1865年9月8日，イギリス人リカビー．（Charles　D．　Rickerby＝元勲ン
　トラル・バンク・オブ・ウェスターン・インディア横浜支店長）によって，横浜で創刊されたが，
　翌年休刊となった。1878年1月5日復刊されたものの，同年6月29号を最後に廃刊され・2「姥」（卿αη
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　してできた銀行。Nederlandsche　Handel－Mastschappijは，戦前，1820年（大正9年）神戸に支
　店を開設，戦後1947年に支店を再開した。、オランダ銀行の在日支店は現在東京，大阪，神戸の3か
　店（福岡支店は1987年11月30日に閉鎖）。
118）韓国外換銀行（本店ソウル）は1967年に設立された韓国の外国為替専門銀行。現在，在日支店は
　東京，大阪，福岡の3か店。
119）日本経済社編“ACollection　of　Foreign　Banks’Financial　Reports　as　of　March　31，1987”
　による。
120）昭和62年度金融学会春季大会において，北林雅志氏（北海学園北見女子短大）は，「19世紀後半
　アジアにおけるイギリス植民地銀行の諸活動一香港上海銀行を中心に」と題する報告をされた。そ
　のなかで，同氏は，19世紀後半，世界的銀価下落の影響を受けて多くのイギリス系植民地銀行が挫
　折していった中で，香港上海銀行が生き残った原因は，同行の資金調達が東洋貨圏で行われていたこ
　とにあると指摘された。傾聴に値する見解と思われる。
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　（横浜支店発行）
　　　（表）
（裏）
（注）原寸　タテ125mm×ヨコ205　mm
（出典）日本銀行調査局編『図録日本の貨幣』第7巻，東洋経済新報社，昭和48年
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香港上海銀行洋銀券
　（神戸支店発行）
　　　（表）
（注）原寸　タテ83mmXヨコ136　mm
（表）
　（注）原寸　タテ81mm　Xヨコ128　mm
（出典）William　L．S．　Barrett氏所蔵
